
特定看護師（債称）養成調圭試行事業実施状況報告（中間報告）概要  

Ⅰ 実施状況報告概要  

1t調査目的＝特定者講師（仮称）養成 調査試行事業の実施状況等について、中間  

報告として現在までの実施状況を把握し、今後の検討材料とする。   

2．報告時期：平成22年11月   

3・対象課程数＝（A）修士課程 調査試行事業16大学院32課程   

4．報告内容：  

○演習・臨地実習の指導体制と指導方法  

○演習・臨地実習の方法（エ夫点について）  

○評価について  

○学生の修得状況  

○臨地実習時のインシデント・アクシデントの発生状況  

チーム医療推進のための看護業務検討  

ワーキンググループ関係資料  

1．「特定看護師（仮称）養成調査試行事業」実施状況報告  

（中間報告）概要… …・・1… … … ・P．1  

2．職能団体へのアンケート調査「看護業務実態調査に関する  

アンケート調査」結果‥・t … … …t … ・P．22  

Ⅱ 回答状況  

1．報告課程数：16大学院32課程   

2．報告結果：   

a．演習・臨地実習と評価について（別添1）  

○演習・臨地実習の指導体制と指導方法  

○演習一臨地実習の方法（エ失点について）  

○評価について   

b・学生の修得状況（演習・臨地実習での医行為実施の状況）（別添2）   

C．臨地実習時のインシデント・アクシデントの発生状況  

発生報告なし   

3．看護業務実態調査（学会への質問紙調査）‥‥t… ・P．70  



a．；貞首●庁品Ⅰ巴乗首亡姦学！皿I－′Jいし  

印‡】も   A－3大阪市立大竿大学院   A－4大阪府立大字大字杭  
覇は草餅究！1「急性期）   笥ほ学研究雪1（がん）   

1柑■体¶と鴇■万；象  

苓   有  
当仏病捜で題環各教育に携わっている医鮮  兎於事4救援     輔育雷Ii撫雪楯師煮豆は寅牽欝着後暮夜首寄1短所福∃二言百子垂  がん書は専Pl著は締または当班病繊紡畏、あるいはそれと筒等の能力の ある指導者的立場にある響は鈴   

－そ旦敗色墜！l  なし（予定）  

（予定）  臣節．包桔的指示のもとで1うう臨行あについて臨学的峨点からの妥当性の  
受け持ち患者の圧行為の判断実施l‡、ICUに常Iiする鮮折り教ほに院生       明断と相澤  
が判断を述べ．霹於村数控のほ導のもと実施する．病院畏と接し合った鰭  著は師：包括的指示のもとで行う直行為についてのアセスメントの妥当性の  
果、沖管・は管を院生が行うことは恐竜の同意を締ることがHしいため賽施  
しない書  】事應f予定）   
ICUにおl†る受け持ち患者の響ほについては∴急性・震症患者書はCNS   

溝   コース捧7生である‡CU響鰻鋳具に讐は‡†琶を鳩舎し、■は師長の相澤の   
管   もと讐はを美穂する．呼吸ケアチームにおける響鰻は、急性・よ症恐昔書   
綺   紗那明川順の相澤のもと軍乾するh   
指導体㈲と   
鵬宣   

‾て1蕗漫筍重要埜   解  

蛋師      t叫声    その他の鞘刃  

臨   
堆   
実   
晋   
時   
沌坤体㈲と  
拍彊方法   

ヱ■▼・■叫1■の方法  

前期に代納網野生理手で．鳳於対教増の指導のもと兵欄ほ引甘大専用祁捨拍  ・■は的域点から厚行為を位遭づ！子られるように、顎は上の町通解決の扁一  
所有の研♯眉欄シュミレーション人形を使用したACLSを行った．   声の申にぎ行為き明示する．  
また、濱晋間始前I＝、満管で実権予定の尾行為に仰通する匿字系学会の  ・患者の安全の羅保及び適切な医行為をIl旗できるように、患者の病顎の   ガドンの 
イライ竿警．及び賄環野心楓血管外事1で用L＼られる藁朴6血管  把駄正行員を行ってよいかどうかの判断．匡行為によって瑚挿される成   疾に開いる薬剤の 
鰭竿督を．正成の授1以外に絹別に追加したヵ  果を予測し、持場舌に伝え、その場で適時フィードバックを受ける（  

1打電プロセスの栓確ができるように、SOAP（S受け持ち隠者の主眼劇I  
講習方i重  臥0等岨的††相、A：アセスメント、Pl十画と実施）で妃はし、葵沌挽のl雫筍   

の工夫感  をする．  

・行った臨行あ及び覇は実践について、症例揺11会を叩Ⅳする【  

臨池実習方法  
のエ夫点  

【Ⅵ－＝＝玉壷芳済＝■Ⅶ′、～   

臨地実習餌   
l車高苗「‾脂ぎ、【‾－二二二二艦二＝二㌦照         3について     二嘉頭重豊泉］ 

有 ′医師（臨床持場者）ゝOSC∈以外の技師チェック        n   

軌ッウニ  
二二二貰直E二＝コ               鶉   l   ‾ 

鴨池実習往  苓（予定∴誓）〒蕊禁怒1警空亨謡謡 血i払医旭墾婁）   
言「雷雲恕孟古君芸芸㍗配線レポヰ（相手  き墾責）   

旺I璽終了時   有 用朋  凋拉聞  有肴は冊  哩の自己闘、口頭椚  

ロー呈各   A－1大分県立tは亭1竿大字大字院   A－2大分県立零はり字大草大学環  
暑は学旬傾甘けを年   電は学研実りノ小児j   

】‡絵事体聯と柑礪方法  
¶ 

有  有   
露師i全て非禦勤医師として位相）   る医師（全て非精勤蚤師として依Inき  

大字教員が担当   
！旦漫要要件      医師   

大字教Åが担当  
軋耶卜酎椚相川  

l藁洞絆．薬霜雪併よ撫      1）フィジカル7セメント 主にtは敬員が微増し、学内めÅ（医師）に遠耳相  りフィジカルアセメント三に肴は薇珊  
怯できる体加をとっている．   放できる休戦をとる．  
2）毛年率理事濱晋、井黛山川絆（電臥薬剤師きが徴綬lこあたり．唯徴な  2川、児藁理学漬晋、非常勤は鐸i区臥藁罰麻）が教授にあたり、堆見な  
症状や慣性疾患の様相症例を事1示し、患泰に応じた憂粥の遊択を学べる  症状や慢性疾患の雄雌症例を事豊示し．愚書に応じた薬削の選択を学べる  
よう指導している．   よう指導するく予定j．   
31その他の講習（毛年アセスメント濱管・鯵将梅酢華など）、医師と響櫨膵  3）その他の濱官（小児アセスメント凛瞥・拶需給断筆などき基幹と■は騨   

訪   （教員）の両者で濱℡を凛併し．同じ～l服患者（初期鯵環・織機鯵療患者）に  （葬Å）の両者で講習を1閲し、同じ機関患者（初期鯵療・織機鯵環患者）に   

響   
対するアセスメント．匿櫻めt管理の適確を相場する．欄駁事例の鯵療の  対するアセスメント、毘僧処置管理の過橿を指導ナる．機販事例の診療の   
ロールプレイ∴6よび紀l封二よリアセスメントを学生が覆間し．井貫助川餅  口一ルプレイ、および把持によりアセスメントを雫まが靂明し、葬♯助辞鱗   

指導陣削と  偲沸）は．モれに対して1）電機面ほ・フィジ加レアセスメントかちの鴇床稚  し蚤詳）は、それに対して1）透徹面津・フィジブ〃レアセスメントからの鴎床柱   
は躊方法  檎、3）機萱のオーダーや劾正の判断→4）緒奥のガ釈とぶ薪の厳り込みの  止，3）檎査のオーダーや処才の判断．4）結集の＃鞍とぶ新の鮮り込みの  

過権、5〉露行為の筏研を持場する．大字微A（書旺師）は、同事例につい  過便．5）正行為の技顆を指導する．大字教Åく■は頒）は、間事例につい  
て■ほの視点でのアセスメントケアを指揮し．梢定一は紆としての役割を  てtlヰの視点でのアセスメント、ケアを指導し．対定■は妨としての役割を  
考える支iiをする，   考える支11をするド㌢定㍉   

有   
総合捗凛札内雪j澗環蓼系、呼吸滞宗他）なと、雷【メ運月けに掲げる疾虎  総合ふ痛刃．小児事4クリニックなどで、到運8輝に将げる疾虎患者の給療   
患者の路銀にあたる医師   にあたる蓬師（予定）   

肴は師  大字館員、ケースの讐はにあたる書は折長   大字戴Å、ケースの看はl二あたる書は頗農（予定）   

その   l      他の随一  †玩聾者四声件   
2l   1）実習前に、施拉よおよび指導担当医との合同会】lをもち、相場内字や  1）軍曹椚に．雇拉轟および摘漸至当畠との合同会川盲寄らi線鳩   
比   持場体割の汗ば．統一をはかる   内容や沌欄体鞘の確旭、統一をはかる（予定）．   
地r   2）畑地では圭相澤看である区瞬l名に学生l名がつき、区学的視点での患  2）臨地では三相柵着である蛋師l名に亨ま一名がつき．墓亨的視点での也   

恭アセスメントと鑑行為の指事を行っている．著は鉢は必要な機会をとらえ  呑アセスメントと蛮行ちの相場を行う．■は師は必賽な機会をとらえて、   
て、ケースに対する書はの視点を指導する役割をとっている．   ケースに対するt仕の視点を相場する役割をとる（予定），   
ユ）定期めなカンファレンスをもち（2邁彿にl虞事i濱）、主持場乱■は臥大  2）定職的なカンファレンスをもち（2週軌に1在任庄）．主沌欄霞，著は鯵∴大   

摘坤方法  で．特定■は餅としての役割を竿ぶ壌としている．   で、1毒定t旺師としての役割を乎ぶ嶋とする（予定），  
4）2週間に】度、大学に帰竿し、ケ”ス免♯を通し．羊生同士のディスカッ  3）2週Ⅶにl僚．大学に媚学し．ケ冊ス発狂を通し．半生同士のディスカ▲ノ  
ション．教Åの助言を樽られもようにしており．常に■はの視点を保ちつつ、  ション．微Aの勒震を叫ら九るようにし．♯に■ほの讐l点を保ちつつ．医学   
古事的なアセスメントの擦り透りができるような壌をつくっているヶ  的なアセスメントの標り逼りができるような増をつくる（予定）．  実】      雷      靖      は彊体討と  竿戴Åが出粛し、蛋撃・■llの積点からの助言および吉見交換を行うこと  字わÅが出庫し、鑑雫・■けの壌点からの助言およぴt景交換を行うこと                    ヱ■■・■聖ヤt  
1）フィジカルアセスメント蔦機勲シミュレーターや噌狂モデル、耳qモデ   1）フィジカルアセスメント有機牝シミュレーターや帽旺モデル、耳モデルな  
ル．直属鯵腎モデルなどを虔用し．正常・異常の勇断舵力を身につける，申  どを使用し、正♯・縛♯の割方魅力を身につける．中間およぴ■姥で雷紀   

Ⅶおよぴ■繰で鷺紀技は．OSCEを軍施し確実に畑山・技術を晋叩する．  R織．oscEを実線し確実に知比・技術を℡叩する．OSCEはビデオ嬢影し．   OSC引‡ビデオ躊たL、拭斡特7仕にビデオ欄欄し指導職A・学生会Åと  拭職緯丁吐にビデオ積層し指導鞍Åt草生全員と■は的視点，医学的視点   ■は的視点 
、医学的視点からデイスカッションを行う，   からディスカッションを行う（予定）ホ  

2）その他の漬習   2）その他の漬習  
濡晋方法                      ▲Il鶴亀毛く笑闊に疾患をもつ罵ボ零を含む）を請謁し臨場啓ある詮無場面  ・Il微熱巷l芙闊の小児で）を活用し塊壌熱ある診療犠面を蚊定する（干   
のエ美点  を1I定する．   定）．  

・繊董所見、葛憺所見を実際に伐示しながら臨床推檎至坤く   ・榛空所見．幽像所員を実印にほ示しながら臨床推輪をヰく  
・学生間で川lしながら主体的に事榔こ取り鰻れ医師である抽ヰ需の訂  ■竿生間で日用しながら三体的に事例に取り組み．医師である指導層の托  
ほや肋書を寝める方法によって、思キを深めている   旺や恥書を求める方法によって．懇書を深める．  
・匿行為の一射けデブリドメント∴■ろうカテーテル交換など）は、菓鞭の病院  ・正行もの－融（人工肛門増は削郎の管理、▼ろうカテーテル交換なとき  
掩拉で実施し、非♯恥班師（実習指躊匿を兼ねる）が．医療櫨樽を住いな  は．実陶の銅扶樵拉で実施し．非貪鮎川靡（実普指導筐を兼ねるjが、富職  
がら相澤を行っている．   檀＃を使いながら指導を行う（予定）峨   

う）付虞の覇陳掩投誉もたないたれ掩股集および巽管指事匿を含めた打  1用欄の鋼院施蚊をもたないため．掩拉よおよ 実管1旨中臣を含めた打  
ち合わせをもち、統一した実℡ができるようにしている．   ち合わせ舌もち、統一した実晋ができるようする（予定）．  
2）湧期鯵■とサ性疾患の繊は鯵療の両市象が学べるように．特徴ある菓  2）初期鯵■とサ性疾患の機械拶凛の帯封象が羊ペるように、！考憬ある栗  
曾縮拉を適訳している   響絶牧を遭択する（予定）．  
3ほI遽月けであるプライマリケアが実應できるように一人の竿崖が棟数の  3）劉凛8膚であるプライマリケアが実権できるように一人の草生が檀蝕の  
実習穐拉をローテーションする．事1役職は一般銅筏で暮本約な鯵慣のス  実習欄沌ほ洋一テーションする．欝1枚粘は病院で基本的な鯵療のスキル  
キルを曹博し、兼2【景l削土老人像七穐軋鯵環所など在宅や睡拉での扮凛  を晋縄し、事2枚＃はW暮正辟の指導の下で、在宅や策はでの蛤療の実  

塊絶実習方法                                      の実申を晋構するよう組み立てている．   闘を警櫓するよう組み立てる（予定）．   
のエ失点  

1位相欄の事例ほq速8楕に絡げているDI」．高血圧、COPD含む）吾とりあ  1砥用欄の事騨I（劉連日けに嶋けている気管支q息、壬生■露病、在宅で  
ナ、アセスメント介入・l苧価を絆撼なケースレポートにまとわるように拝埋を  童話している扶恐が安定したよ虚心身凛書児含むプきとりあげ、アセスメン  
はしている鴨   ト介入・一事優を拝娼なケースレポートにまとめるように詳也を排す（予定）．  
5）2邁Ⅶにl彼の帰雀白にはケース暢琶と桟！寸会を実施し、事例の綴り遠  5）2週間にI覆の綿羊日にはケース報告と桟l寸会を実施し、事例の毘り返L」  
りを行っている。   を行う（予定1．  

‾ 【 －  ‾ 
高著打▼     捗価貫！婁   

≦草生の自己絆8LOSCEt写域的  
払杷実習前  

∧  育と蓬断徹Å〉、讐は薇Å能力拭ほ）．OSCE以外の技術   至宝之！L妻凝乱逆二土i蔓腰  
匝他案管挽   …き≡慧雲慧慧慧…棚ii  存廃綴品柄錯紆レポ→（瞞  
蛙！豊根7韓  

日  
有 価読lぬ員∴モは教員l蒙紀抗戦、口頭挟間  

【 】  



什Itも   
A－6熊本大学大学院   A－7凛虎象患大学大字浣  
保牡年数可部（精神l   僅l徽マネジメント切究！浅く毛年）   

り竜導体¶と事l礪方法  

」粗勢昇華澄   有   有   

長姉  高ホ医学モー門とする着   

ナ．㌘  毛年電は塵専門とする笥  
．貴史他見襲署1  

T「顧爾衰弱F菅了そ百：葡満書鰻事実普で面ほした患盲礪盲  高齢匹字を専門とす言直百訴、当研 雷斗の高齢者醗衰詣畜斎面顔絶  
遅捷におこし、テレど会牲システムを使って．阻野iサ散大尊大掌挨散控  の中で当賊霞行為について解説を行いながら、栗注については学生間士  
（鴇床心理士）の定期的な指導のもとに．統合失鱗症、気分陣害、人橋障害  
患者への精神療法についてわ捜している．  
2、r精神亨4ケース・マネジメント漬督jでは、職神病院での事例モもとに 

溝   
ケース・マネジメントの適確を、スカイプにより定期的に指導（2週間に個）を   
しながら字音を促進するとともに、場内の戴Å（CNS）により毎週持場を行い 

響  事例分析を行っている，   
時  
指導体制と  
指導方法  

㌦ 宿   
河軒鎮痛痛  

医師  精神雪1匿   
∨脚－．▼＿．▼．〉】 …虔～…．ノ“′【＿Ⅷ一▼，．      高齢医竿を専門とし、当研究雪Jにおいて高齢者剋讃生活l苧億法の膿織を  
担当する肴（予定）   

苛性餅  嘲構毒性CNS   老年書はを専門とするもの（予定）   

その他のれ！l  

之 1瞳ヶ丘鋼院（気分印青息者）はこれかちの吏簸である．   今毎度の吏智恵画王お口モは二手壷が東経す盲直汚盲たうホモニー盛儀モ 
2．菊陽病挽では．精神■は攣栗官では急性期治僧綱棟で繊合失燐症、気  ある指導壱が半生にモデルを示す．  
分坤写．人格障害の厳春を2－3供すつ卦ナ持ち、め者の精神状惣の査定、  学生の実施に当たっては、必ず覆鋳である18彊毛又！ま電鋳である指弾笥  

剛  精神雷4鯵断、セルフケアの査定を行い．必衰とされる精神孝1ケース・マネジメ  から李托された医師が痢樗しで指導する．   

Ⅶ  
ントと■はケアを，相中教Åが指導しながら覆間できるようにしている、また  露行為実権軋技碕及び桔巣の絆優について落飾である相場着から1R坤  
これらの患者への定期的な積躊療法については、柏ヰ救Å（CNS）の鞘虎の  を受ける．  

指坤体制と  
は彊方法  

け持ち、患者の稀薄雷4鯵断、処方されている向精神葬の積載の遭択と使  
用、副作用の判示と必饗とされる薬剤の通釈．血中濃度の測定の鱒鳩と喝  
定の仕方、剛鞭や拘束の解陰の判断について、事例分析をもとに．麟神I］  
蓬が指導している．またこれらの事凱二姉する肋間■はの縞人の判汎用  
抽出ケースtマネジメントの判断、膚神職法や比知行舶ホ法の判断などは．  
指導教授が指導しながら半生が判断できるように支‡曇している．   

】∫■・■職責■の方法  
1．必ず事例を受け持ち．対象苓の同意を構てテープIl管し．逃場におこし．  数蝿である覆師及び学生により．視診．椴臥職臥測定等を互いに実托し  
その縄担をもとに応答41成の漬晋を行っている，またSPの参加、シナリオ・  鰐饉する．船場晋や呼吸音については健常者の所見と異常音を呈するCD  
ロールプレイ．ロールプレイを段階的に栗絶し∴曜比に基づいた実践ができ  のモデルと比較する。それらを基にそれぞれ所見の解釈と伺賦に伴う治巾  
るようエ失していも1   の判断を行う－   

演習方法  
のエ美点  

うW精神tは享実習でlま、入穣患者を受け持ち、病棟の■址師と遽沸しな  入 患者の受け持ち粥（干爺 血  
がら．患者の呵縛状態の査定．セルフケア．必罫とさ九る■且ケアと退院後  外来での高齢者に埼職的な病態の判断と治乱去の避雷についての榛東寸  
の精神I4ケース・マネジメントの判断と虞購」腋躊療法・控知行劃療法が実  

帯できるよう実習を進め、指導教授が定期的にスー′く－ピジョンを行ってい  
る．  

2疾病管理案晋では、入院患者だけでなく外来の愚書を精神事4電とともに  
受け持ち．愚書と織機して葡‡套し．精神I4惨断の妥当性．向精神藁の払方  

臨池実習方法  
のエ失点  に、定綿的に事例分析を精神†4露をまじえて行い，また寧生のグループ間で  

も川lし．電肺の精神拍鯵ホ，処方、那作用の判断と処方が病状や病妙に  
応じて環控できるよう実習を行っている．また美甘の最中にも撞中で助言が  
‡葬られるように時間を蚊定している．   

3∧  について  鮮癒着  「閥！   は価の有無 絆儒者l 
】ⅧJ‾ 
狂面責烹  

蓋≡悪書欝恩2詣鵠ぶ  

朋鵜㌍己楓その醐例桟   

巾Il与   
Å－5岡山大竿大字慌  
保勧学研究Ilくがん 

l沌■体岬と指揮方さ重  

‡脚摩L   考  
王餅     学位を有する医師であること   

智は師  樺士以上の竿拉モ有する礪ほ師であること   

王威塵旦型Il  
愕当責任者は保健学研究科がん■は専門■け瞬教書ほ穣与良微■とする、こ九ら3蓉が違扶・共同して学生を相場する．  
1魯導方法‥以下に示す【濱皆の日的】【凛習の方法】にそって、漬腎掩蚊における射蜃の指事1佳肴は．学生が化学環法事は苦笑捜し紀漬する  
闊に、患者の安全・安楽を保校するものとして苧主に助言し、実掩行為を見守り必憂時支11する，あるいは指導書の実権を見事するよう謡める  
ものとして半生にかかわる義また、蔓4邑担当教Åは、スーパー／くイズモ行う、  

ト   【粛習の自的】外来化字環法を受ける 肴とその＃嫉への事粗菓抜き汚し、，その実践雲通して把握した患者の状型・反応・行動をアセスメント   
濱   することにより．外臭化学作法■はにおける■はは験の実技沌暮†を作成し作成した実践指針の妥当性を機靂札．．それらを通して化半襟法讐   
晋   はにおけるがん■性専門t旺絆の＆割と穐唯について雫翳する．   
鋳   【濱甘の方法】特定の状況にある繍散の患零（例二疾患．レジメン劉など）に対し一宏糊【郎3日間）置1真の‡声ヰ1住着である耶雷は顔農の指導   
ほ坤体桝と  のもと化学療法■Ⅷを実技し妃けする檜   

相場方法  電粗菓払の内容：特に以下のことについて英独すも．  
】＝炬軒腋温の有害尊象の予防・凰期発見・早期舅革  
く杭がん刑椴与中に出現しやすい急性症状の嶋騙と7セスメント墾相対処だけでなく．仕事等含めた日常生活を送るために必要となる患者へ  
の教書約諾劃盾含む  
之！治療の繊欄に関連する間壕点の明穐化と解決のための■はば勒  
3さ生活の貰を高める上での間鴨点の明確化と解決のための■uli助  
医師：草生が担当する療育の主治医、間違聞tのg詳  
tは隋：がんt雄専門書は簡  
その他のれIl：榛当巷なし  も平成23年復の予定）   

照明嘩の零落   有  

111堺  がんt恨事門t怯隠   

その他のれIt  抜当者なし（平成Z3年覆の予定き   

i高嶺橋材棄管肺指導i産着ば■は銀憂とL．恕自は雨≠ヨ当房事頑葡盲もしくは■痕痴其．濃紺の緬ヰ着は実習病は■函南養およぴ   
紬   がん雷牲専門■は絆とする．また．†j目4翠当1饉壱は、保健学研究科がん■u専門雷は除数耳炸稽専任職員とする．これち4善が連状・共同   
池   して学生を指導する．   

指導方法・各柁繍肴の■体的位！郡ま以下の通りとする 
官   ●書l蔓群集て実官権拉の糧茶事含めたオリエンテーション乏行う   
鋳   ●教▼担当劉■は飾最もしくは著は師畏実官病はメン′く－へ竿生を鳩介する 
相場体削と  
ほ導方法   雷鰐  草生が担当する患者の主治医．間違が署の医師  よびまとめのプレゼンテーションに参加L∴がん書は専門書は繹の視点からアド／くイスする，4）Ⅰ農出された妃tII如こβを通し指坤する．  

●拍百柁当徹■  
り実習lニおける企画・道警・膵優に閲する1任モ負う．2）字生の単位蛇定に封する1繊1佳を負う－ユ）実習終はがんtは書門t嬢詳指導者と  
の連絡・沸鐙・交渉を行いその1佳を負う，4）美甘期間中における竿生の実習において一筆生引旨ヰ・支Il・支持する．5）美瞥にかかわる必要  
事壌を．菓督施股．実写施拉のがん■はCNS．草生には明し．その責任を負う．8瑛督全体を耳樗し．必響に応じて軍曹施扱がん讐はCNSと違  
掲・開塾をはかり一学生へのスーパーパイズを行う．   

11■－■書■■小鼻1  

以下に示す通Ij．実際のデータから帰納的に物事の本賀モ導く簡力．先賃研究知見舌リサーチすも勲力．それらを統合すも熊力が震えるような  
漬甘を8指しているセ  
【兼官の目的】外来化苧環淀を受ける患者とその書抜〈の■は実技を行い．その実杜を通して把握した愚答の状惣・反応・行動および書抜の  
伏流をアセスメントすることにより一外来化竿療法tはにおけるtは！l肋の東独指針告作成し作成した実践柑l†の妥当性を饅窮し，それらを  
適して化学環法事はにおけるがん■は専門書は膵の役割とq能について考隔する．  
】■はIl助の栗蔓l柑I†の作成  
車実践時の妃線内専をデータとして質的櫓綿的に分析する．tz－外来化草根法曹はに御する先行研究をレビューする．・3∫く1一之せ通して．外来  

兼官方法 のエ美点                       化学書法事性11軌のなかでも埴tこ化学療法の雪害事象の予簡・早期梵臭・草間対処．治療の総桧や生活の芙を高めるような電は！i勧が可能   となる旨暮ナ 
■雄実技事を．文献刑事好を加えて棟朗・作成する．  

2 ■はl霊的異性！色艶の繰瞳と雪鞘  
外来化学療法■はの実践指針の作成途柁および作成した実払撒暮†についてのプレゼンテーションおよUクラス内でのディスカンションを通し  
て，実践指針の何等的・実長的・は可約妥当性を縫！寸する．  
以上を通Lで化苧環法事はにおける綿貫書岨臥仮称）の没前と機舵について文歎接真ほ加えて考騙する   

できるだけ檀穐な間岨を有する力ん思考を積数各党け持つ予定にしている．  
受持ち患者の鰐人情筍尿はをしたうえで、実管内執＝ついて公間プレセンチーションを行い、多鶉！靡からの竜泉・野望をきき．多t積仰でディ  
スカッションするJ   

臨池菓督方法  
のエ支点   

3  盲こつい  ＝＝」覇画議藩  

錨地実習前   ■  

塊椎葉習練   有   ℡は教員響I一勝く独圧榊筍、  

ほ！蜜蜂7顆   有   ∴－「■二】ト  1 i草生の自己l苧環－レポ■…耶卵－、口頭抑                           ー耳．・ l    M  



1Illも   A－11高知女子大字大字琵  A－12高知女子大字大学環  
こ・・・・ ・T  覇は芋研究書J（在宅）   

り富壕体¶と！I傷方法  

」旦漫を要件   有  苓  
毘辟  臨床橙l‡のある太字欝転載員   

讐は師  在宅看け実技織職のある専任取崩  
ー  
亨両面高嶺福  

主な指導は．直臍や臨床∫む曜士に行ってもbつ⊂肴は職員   右肺磯陀の陣嘗のある高齢者への隻語柑欄烏朋しては、モデ〟ル平明を用いて、心欝饅  
は、適宜学生と透ほを行い、思考の整理や注I前の郡亭度につ   穐のフィジカルアセスメント（心・血管菜、鱒吸器系の汁育の有＊とI靂度さは医鰐が中心  
いて汁‡雲を行った力  となり浦官を行った．また、その場巣とともに．及び日常生活活動に対するl主管の有無と  

櫻度を把増し．さらに介は状況．心理状況に附するアセスメントを著は教員の相中のもと  
加え．生活相場方法について検l⇒した．  

ト  楕瘡ケアに御しては、椚繍ケアの織牧のある医師の相澤により、禁書状態に閲するフイ   

罵  
カルアセスメント（身体l†瀾臥生化竿的桟董軋錦℡や出没している症状．狼・神姥系   
の坪百の植皮．運動＃茶の住専の一望度、新ヒさ症状（嘩気・囁吐・貪欲不綴）琴）につし＼   

時  て檎附するとともに、さらにADLの状況より，食事に御する動作能力（tベる姿勢．食べ   

相場体刑と  る動作）．愴・口笹の状臥、食管楕．心理的な状臥介は状況専をくわえ、アセスメント  
き讐川畿Åの指導のもとおこない」十蛋を立案した．櫓瘡処正に附しては、シミュレー  
クーを用いて濱野を行ったが、医師が主に誘引旨坤を担当した，また、坊間書粗の導入  
および蟻欄の必稟性については、上記すべてのモデル事例において、せは野鳥の摘増  
のもと、疇糞薯の現疾患・既往歴の伏臥ADL／1ADし、頑憂者・書抜のセルフケアの状票  
から、身体の危機性、今雄起こりうる病状の変化について予測し．心身の心廣間鴨・廷  
埋を抽出し、心身の促≠間顎・控闇の解決への介入の必要性および介入内容・方法に  
ついてアセスメントを行うとともに、病状管理、リハビリテーション、栄書管理．亨I泄ケア．  
症状コントロール．褐積ケア専の必要性の判断を行い．訪問讐は妨の介入により．亀蚤  
媒撃を糟頼できるかどうか別所を行うことにより、伏間者は辟による介入の必肇怯につ  
いて判断・決定するプロセスについて平明覆間を行った。  

現在捜l寸中  

現在嶺胡座  

現在桟l雪中  

現在編朋や   

琵騎 讐は師  果実柁 果実柁                 その檎の1粗相 L之3 沌 池 実 晋 弔 指導体l桝と 指彊方法  未実施 東夷葡 

L暮■・■t事■の方は  

・精神■は事清習Ⅰについては、実際にACTの活動を見学さ   モデル事例を用いて．匿行為の必寧性のスクリーニング並びに介入方法について検桐  
せてもらいながら．鳩蛾で暮らす付け汁がい看に戒・要な栗源  
のマネージメントについて半んだ．  
・旺知行m療法勉強会については、拭書と兼官を併用し行っ  
た．清習では．川暮受膿者に‡1阻患者をお∬いした．実施の  
桂子をビデオに躊翳し．参加者全員で視聴しながちほし合うこ  
とで、そこで生じていた現象を分析していったり、恥lられたほ  

1冒方法 のエ美点              術．または．用いる可舵性がある技研琴を明らかにしていっ た。  

末弟雄  現在桟！亨中  

臨地軍曹方法  
のエ失点  

コ．について  払底■ 
▼r 
「  

臨池菓官餌  東軍托   末筆掩  

鵠他案習儀  未実施  未実施   東夷稔  

隈権窮7稗  来貢施  東夷穣   真実掩  

l▼ly苔   ムー8高知女子大字大学院   入－9蒜無女子大早大草炭   A－「0高知女子大字大学院  
軋酢勘那斜射がん   軋貯軒那那須老人）   覇柑学研究I右小児 

り8■体桝と相l■方法  

ほ噂着猥件   無   有   欝   

象柁した零11裏技に研するスハ■一ピソヨン茄てきる大字亨完触角  

Lモの他のl職II  

・ ．竪〒橋立撼†摘■享丁壷「′幸一三  
溝  
富  
鋳  
指弾体榊と  
指弾方法  

有   
栗野施拉において蛋行為包指摘示を実施するケース  
i患者）の壬泊鑑く予定1  

r■腋即二JJitて，一て†こ上だの亡●一差tち正l亨▲に躍る†内示tけ！し  

て■情事ufl守っていもリーす－■け拝」‖ニlユtll■け仙〈干壬〉  

小児1痛料1て児雪は専門書は師：幾内覇檀幹   
二よづき実権予定   ている病棟の書はチームに所眞し、リーダー又は受持  Åが連れしては坤（予定）   
がん薬物膚法蛇雇堰」は翔ケアチーム鑑と竿内  ナースと共に筏l輝から包括指示を受ける．柏示向春に   
讐は教員が連れして粕漬（予定）   ついては医師から．その実施と■はチームへの連騰  

についてはリーダー■lI辟又は受持■は辟と連携す  
る．  

指導方詫（予定）医鋳からは指示受けの鞘と実施楕  

・声≡！ その他の職！l ・之〉   
告の際に．鈴断内容や指示の君国などについて相場  
を受ける．また．書チューブの挿入など初回実施時  
は、医師に相澤を受けながら実掟を行う 

】■■・■嶋嘱■の方は  
医師の判断・毘行為の梓州以前の段鞘として、実技  
漬官で受lナ持ったケースの分析を充分に行う．これを  
通してケース全体．あるいはチーム露♯の中での■  
専l間の遽托や讐はの専門性について、充分な分析力  
と見櫨告持つn   

蔦官方法  
のエ夫点  

入院虎肴き受け持つことと、外菜で富野の鈴府■  （予菱）  入校患者盲愛け持つことと．外来で露がの面相・  
既に現場で．医師の包括手島示の実施を行っている病     診療雷4の症例檎田舎への♯加を適して、尾行為   診療拍のカンファレンスヘの鬱加を通して、匿行  
の膝柵を涼める予定。  棟を菓℡掩l染として飯川し．そこで主始雷・リーダー讐  

櫨鰐の相場を受けながら案菅を行う、  
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